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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　ようやく新型コロナウイルスのワクチン接種が医療従事者を対象に先行して始
まりました。でも，この原稿を書いている時点で 2回目の接種を受けた人は全国で
まだ 85万人。「まん延防止等重点措置」の実施にもかかわらず感染者は増え続け，
ゴールデンウィークを前にして，ついに 3回目の緊急事態宣言が発出されました。
期間は 5月 11日（火）までの予定で，第 122回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講
演会の前日です。無事，総会・学術講演会が開催されることを願います。ちなみに
来年の総会・学術講演会は 5月 25日（水）～28日（日），神戸ポートアイランドで
の開催となります。「神戸医療産業都市」の名にちなみ，医療技術・医療機器・医
薬品の最新情報について取り上げたいと思っています。
　ということで，今月号の特集では「頭頸部がんのあたらしい治療」と題し，頭頸
部がんに関連する最新の医療技術・医薬品の情報を取り上げました。薬物療法で
は，最近，肛門がんの予防にも適応拡大された HPVワクチンについて折舘先生
（横浜市大）に，適応拡大が待たれる唾液腺がんに対する薬物療法について多田先
生（国際医療福祉大三田病院）に，免疫チェックポイント阻害薬について岡先生・
本間先生（国立がん研究センター中央）に，ついに保険適用となったがん光免疫療
法について篠﨑先生（国立がん研究センター東）にご執筆をお願いしました。放射
線治療・医療機器では，粒子線治療について小藤先生（放射線医学総合研究所）
に，保険適用となったばかりの中性子捕捉療法について粟飯原先生（関西 BNCT
共同医療センター）に，適応拡大が待たれる da Vinci® Surgical Systemについて
藤原先生（鳥取大）に，国産初の手術支援ロボット hinotoriTMについて四宮先生
（神戸大）に解説していただいています。ぜひお目通しいただき，来年，ぜひ神戸
にお越しください。Review Articleは順天堂大名誉教授 池田勝久先生にお願いし
ました。治療戦略が大きく変わった難治性の好酸球性副鼻腔炎についてご解説いた
だいています。こちらもご一読のほどお願いいたします。 （丹生健一）
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